
令和 8 年度 九州大学入試・工学部・英語［後期］講評 

 

科目 英語 3月 12日  文責 北九州予備校英語科 

 

■設問ごとの特徴 

問題番号 出題分野・出典 出題形式・テーマなど 
難易度（該当に○を入れてください） 

難 やや難 標準 やや平易 平易 

〔１〕 英文読解・評論 光電効果と光の性質    ○  

〔２〕 英文読解・評論 イナゴが乾燥に耐える仕組み   ○   

〔３〕 自由英作文 
サイクリング、ランニング、水泳のど

れを好むか 
 ○    

 

■全体的な特徴 

◇問題形式について 

 

全体としては昨年度とほぼ同様であるが、読解問題では英語で答える設問が増えた。 

 

◇問題量について 

 

昨年度と同様である。 

 

◇出題内容について 

 

第１問は物理で履修する内容なので、工学部受験者にとっては見当を付けやすかったと思われる。どの設問も解答根拠となる箇所

はわかりやすいため、比較的間違えにくい。また、日本語の表現力自体は、昨年度・一昨年度と同様それほど要求されていない。

第３問は昨年度と同様の自由英作文であった。 

 

◇難易度について 

 

第１問・第２問は解答の根拠の箇所を見つけやすい。ただし、「日本語で説明せよ」「英語で説明せよ」という指示に気をつけない

と思わぬところで失点してしまう。 

第３問は自由英作文であるが、80語程度の語数で「理由を少なくとも３つ述べよ」という条件があることで難度が上がった。 

 

◇合否のポイント、差のつく設問について 

 

第２問の解答の根拠の箇所ははっきりしているが、それをわかりやすい日本語で説明するにはひと工夫必要なので、その努力をし

た人とそうでない人の間では差が付きそうである。また、第３問で理由を３つ思いつくのはなかなか大変なので、ここでも差が付

きそうであるが、基礎をきちんと固めている受験生にとっては、高得点がとれる設問と思われる。 

 

◇次年度受験生への対策コメントなど 

 

今年度も全般的に平易であったが、その分ケアレスミスが許されないため油断はできない。自信を持って解答できるようにするに

は、英文をたくさん読んで英語でコンパクトに要約し、自分の意見を英語で述べる練習をしておくと良い。また、社会情勢にまっ

たく関心がないようだと、自由英作文を書く際のネタを思いつかないということになりかねないので、ふだんから新聞の社会面な

どにきちんと目を通しておくこと。 

 


